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選
挙
シ
リ
ー
ズ
④ 

選
挙
期
日
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
の
制
限

　
選
挙
が
終
わ
っ
た
後
で
も
、
当
選
ま
た
は
落
選
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
次

の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
選
挙
人
に
対
し
て
戸
別
訪
問
す
る
こ
と　
▼
文
書
図
画
を
頒
布
、
掲

示
す
る
こ
と
︵
自
筆
の
信
書
、
答
礼
の
た
め
に
す
る
信
書
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
頒
布
さ
れ
る
文
書
図
画
を
除
く
︶　
▼
新
聞
ま
た

は
雑
誌
を
利
用
す
る
こ
と　
▼
放
送
設
備
を
利
用
し
て
放
送
す
る
こ
と

▼
当
選
祝
賀
会
そ
の
他
の
集
会
を
開
催
す
る
こ
と　
▼
自
動
車
を
連
ね
、

ま
た
は
隊
を
組
ん
で
往
来
す
る
な
ど
気
勢
を
張
る
行
為
を
す
る
こ
と　

▼
当
選
に
関
す
る
答
礼
の
た
め
当
選
人
の
氏
名
な
ど
を
言
い
歩
く
こ
と

︵
選
挙
管
理
委
員
会
︶

　
　

   

青
少
年
団
体
指
導
者
養
成
講
座 

　
　

   「
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
」受
講
者

　
青
少
年
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
地
域
の
大
人
が
、
指
導
者
と
し
て
必
要
な

基
礎
的
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
活
動
す
る
た
め
の
養
成
講
座
で
す
。
市

内
在
住
か
在
勤
・
在
学
の
人
対
象
。
先
着
20
人
。
全
５
回
修
了
し
た
人
に

は
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　
▼
内
容　
子
ど
も
た
ち
の
現
状
の
講
習
、ゲ
ー
ム
や
キ
ャ
ン
プ
の
実
習
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得
、
安
全
管
理
の
講
習
と
実
技
・
青
少

年
育
成
活
動
の
紹
介
な
ど　
▼
日
時　
６
月
17
日
、
７
月
22
日
、
９
月
16

日
、
10
月
21
日
、
11
月
18
日
の
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

︵
９
月
16
日
の
み
午
前
９
時
か
ら
︶。
※
状
況
に
よ
り
１
回
の
み
の
参
加
も

で
き
ま
す
。
そ
の
際
は
、
実
費
負
担
。
修
了
証
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん　

▼
会
場　
教
育
委
員
会
庁
舎
会
議
室
な
ど　
▼
参
加
費　
１
５
０
０
円　

︵
材
料
費
な
ど
︶。
欠
席
で
も
返
金
で
き
ま
せ
ん　
▼
申
し
込
み　
６
月
９

日
㈮
︵
単
発
の
申
し
込
み
は
各
講
習
日
の
１
週
間
前
︶
ま
で
に
電
話
か
直

接
青
少
年
課
︵
４
８
１
︶０
３
０
６
へ

■｢

友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ｣

第
１
回
午
前
講
演
会
（
～
今
〝
夢
＂
に
向
か
っ

て
生
き
る
と
い
う
こ
と
②
～
）
の
み
の
参
加
者
も
募
集

　
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
た
現
代
社
会
で
子
ど
も
た
ち
が
困
難
に
ぶ
つ

か
っ
た
時
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
ヒ
ン
ト
を
＂
夢
＂
と
＂
音
楽
＂
と
＂
友

情
＂
の
中
に
探
し
、
子
ど
も
た
ち
の
﹁
生
き
る
力
﹂
を
育
む
た
め
に
大
人

は
何
が
出
来
る
か
を
、講
師
の
船
橋
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー・

小
松
優
一
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
﹁
友
・
遊
・
カ
レ
ッ
ジ
﹂
受
講
者

含
む
先
着
２
０
０
人
。
親
子
︵
小
学
３
年
生
以
上
︶
で
参
加
可
。
保
育
あ

り
。
参
加
無
料
。

　
▼
日
時　
６
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午
。
９
時

30
分
か
ら
受
け
付
け　
▼
会
場　
総
合
生
涯
学
習
プ

ラ
ザ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル　
▼
申
し
込
み　
６
月
９

日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
青
少
年
課
︵
４
８
１
︶

０
３
０
６
へ

　マグニチュード７クラスの大地震が発生する確率は今後30年間で70％と推
定され、甚大な被害となることが想定されます。本市では、木造住宅の耐震化促
進のため、これまでの補助制度に加え、29年度から新たに耐震改修に併せて行
うリフォームの補助制度を開始しました。
　また、木造住宅の無料耐震診断や建築に関する相談会を、市役所のほか市内
の公共施設や商業施設などで、年間10回開催する予定ですので参加してください。
　この特集のお問い合わせは、建築指導課　483-1151（代表）へ。

グ ド 大地 が発生 確率 今後 年 推推

あなたの住まいは地震に耐えられますか？

木造住宅耐震補助制度

　大地震が起こる前に耐震診断を行い、必要に応じて耐震改修工事を行うことが重要です。
　住まいの耐震性を調査する「耐震診断」は、建物の状況などを図面や現地で調査を行い、
大地震にどの程度耐えられるか診断します。本市では、この耐震診断や耐震改修工事に係る
費用の一部を補助しています。また、今年度から新たな補助事業として、木造住宅の耐震改
修工事に併せて行うリフォームについての補助制度を設けました。
※各補助制度の募集件数はそれぞれ10件程度ですが、予算の執行状況により変動します。

　本市では、（一社）千葉県建築
士会八千代支部の建築士の協
力により、住宅耐震診断（簡易
診断）・建築相談会を年10回実施しています。お住まいの
木造住宅がどのくらい地震に強いのか、図面を基に机上で
耐震診断を行います。地震に弱いと診断された建物には、
どのような補強が必要かなどのアドバイスもします。耐震
以外でも住宅全般に関してお困りのことがありましたら、
気軽に参加してください。

■ 耐震診断費補助
１件につき上限６万円。

▼対　象　●地上２階建て以下
　　　　　●昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅

▼補助額　耐震診断に要する費用の３分の２

▼参　考　住宅の規模によりますが、過去の実績から耐震診断に要する費用は10万円
　　　　　程度

■ 耐震改修費補助
１件につき上限50万円。補助を受けるには現地調査を行う必要があります。

▼対　象　●地上２階建て以下
　　　　　●昭和56年５月31日以前に着工された木造住宅
　　　　　●建築基準法第３章の規定に適合しているもの
　　　　　●耐震診断の判定値が1.0未満であり1.0以上に改修する工事を行うもの

▼補助額　耐震改修に要する設計費用の３分の２（上限４万円）
　　　　　耐震改修に要する監理費用の３分の２（上限６万円）
　　　　　耐震改修に要する工事費用の３分の１（上限40万円）

▼参　考　改修工事の規模によりますが、過去の実績から耐震改修に要する費用は
　　　　　150万円程度

■ 木造住宅リフォーム費補助
１件につき上限30万円。

▼対　象　耐震改修に併せて行うリフォーム工事全般
　　　　　（屋根・外壁などの改修、システムキッチン、トイレ
　　　　　などの交換、壁紙の張り替え、床の張り替えなど）

▼補助額　リフォームに要する費用の３分の１

新しい

補助制
度が

できま
した

●木造住宅の耐震診断（簡易）
※定員枠があるため、昭和56年５月31日以前に着工された住宅を優先

●新築、建替、増改築の設計・工事監理・請負工事に関すること
●リフォームやバリアフリー工事
●耐震･耐久性の診断
●中古住宅購入物件の調査
●建築法規の相談など建物に関すること

29年度開催予定日

相談内容

※午前中に耐震講演会を行う予定です。

※５月27日㈯
６月19日㈪
７月18日㈫
８月21日㈪
※９月９日㈯
10月16日㈪
11月20日㈪
12月18日㈪

30年１月15日㈪
30年２月19日㈪

場　　所日　程
市役所
八千代台東南公共センター
教育委員会庁舎
勝田台文化センター
フルルガーデン八千代
八千代台東南公共センター
教育委員会庁舎
総合生涯学習プラザ
市役所
市役所

無料耐震診断・
建築相談会

八
千
代
市
長
選
挙
は
５
月
21
日
㈰
投
票
日


